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論 文 審 査 結 果 の 要 冒
本研究は､単純cTと造影FDG/PETの障癌診療における有用性を､108例の肺癌患者と
41例の膵癌以外の謄腫疾患者を対象に検討したものである｡造影PET/CTの正診率は､リ
ンパ節転移(N)は42%と低かったが､局所進展(T)では80%以上､遠隔転移(M)は94%と
高率であった｡治療効果判定では､SUVmaxが効果判定の有用な指標となり､再発診断率
も高かった｡造影PET/CTが肺癌診療において有用であることを示した価値ある業績と判
断される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
